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1. はじめに 

 スリランカの農村部では、多くの地域で飲料水を地下水に頼っている。しかしながら、必ずしも水質が良

好ではなく、北部地域では高濃度のフッ素による斑状歯(dental fluorosis)や骨フッ素症(bone fluorosis)などのフ

ッ素症による健康被害が報告されている 1)。しかしながら、井戸水の水質は 1983 年から 2009 年まで続いた

内戦の影響で調べられていない。そこで、本研究では、2010 年から 2013 年にかけてスリランカ全土の約 1200

ヵ所の井戸水を採水し、水質特性について分析した。今回は pH、硝酸イオン(NO₃⁻)、アルカリ度について

報告する。 

 

2. 方法 

 約 1200 か所のスリランカ全土の井戸水を採取後、現地で孔径 0.45μm のメンブレンフィルターを用いて

ろ過し、水質を安定させた後、研究室に持ち帰り分析した。サンプリングはスリランカ国家上排水庁(National 

Water Supply and Drainage Board)、ペラデニヤ大学(University of Peradeniya)、ルフナ大学(University of Ruhuna)

の協力を得て実施した。井戸の位置は GPS で特定した。pH はガラス電極法、主要なイオン成分はイオンク

ロマトグラフで測定した。アルカリ度は陽イオン(H
+
,Na

+
,NH4

+
,K

+
,Mg

2+
,Ca

2+
)と陰イオン(Cl

-
,NO3

-
,SO4

2-
)の電荷

のバランスから算出した。 

 

3. 結果 

 スリランカの井戸水の pH は 3.75 から 10.65 の範囲に分布していた。頻度分布を図 1 に示す。pH7.0～7.5

が 18.3%、pH7.5～8.0 が 41.0％、pH8.0～8.5 が 24.6%であり、これらが全体の 83.8%と大半を占めていた。し

かしながら pH が 5 以下の井戸も 9 本あった。そのうち 7 本で NO₃⁻が 10mg/l よりも多く含まれており、pH

が低い原因となっていた。NO₃⁻の混入は農業に利用される肥料が原因だと考えられる。1本はNO₃⁻が 8.9mg/l

とやや高く Ca²⁺と Mg²⁺が低い水質のため、pH が低下しており、この井戸水も肥料の影響を受けていると考

えられる。これらの井戸の NO₃⁻濃度の平均

値は 28mg/l と非常に高かった。また、残りの

1 本は、SO₄2⁻の濃度が 67mg/l と非常に高く地

質の影響を受けて pH が低下しているものと

考えられる。 

pH が 5 以下の井戸 9 本に関して Al と pH

の関係を図 2 に示す。このうち 7 本で、Al の

値が WHO のガイドライン、あるいはスリラ

ンカの水質基準値である 200mg/l を超えてい

た。 

スリランカ全体の NO₃⁻の頻度分布を図 3

に示す。5mg/l 未満の井戸が大半であるが、

10mg/l 以上の井戸も 1209 本のうち 219 本存

 

図 1 pH の頻度分布 
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在した。これらの井戸水は、肥料の影響を強く受

けていると考えられる。 

一方、NO₃⁻の濃度が高い井戸は多いが pH の低

下を招いている井戸の数は多くはなかった。アル

カリ度の頻度分布を図 4 に示すが、1000μeq/lを超

えるものが 88.7％あるなど非常に高い。したがっ

て、高いアルカリ度が pH の低下を抑制している

と考えられる。 

 

4. まとめ 

 スリランカ全土の約 1200 か所の井戸について

水質を調べた。pH7.0 から 8.5 の井戸水は全体の

83.8%と大半を占めていたが、pH の低い井戸も存

在した。pHが低いのはNO₃⁻の影響が大きかった。

他にも、NO₃⁻の影響を受けている井戸水が数多く

みられた。これは農業で使用される肥料の影響だ

と考えられる。また、pH が低い井戸水は Al の濃

度も高く、WHO の飲料水のガイドラインを上回

るものがあった。 
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図 2 井戸水中の Al と pH の関係 
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図 3 NO₃⁻の頻度分布 
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図 4 アルカリの頻度分布 
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